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（Tsutsumi & Fujita, 2003，Tsutsumi et al, 2005）．一方で，
眼への敏感性は多くの霊長類で指摘されている要素で
あり，これが生物らしさを規定する要因としてニホンザ
ル乳児に生得的に組み込まれていないのだとしたら，そ
の眼の数への敏感性はサル乳児の物理的・社会的環境認
識においてどのような意味をもつのかについて，発達と
進化の両面から調べていくことが重要であると思われ
る．ニホンザルとは系統発生的に遠い位置にあるコモン
マーモセットにおいて，ヒト実験者が被験体の前に立ち，
実験者に対して被験体が自発的に視線を合わせる反応
をビデオで記録して注視時間を測定したところ，ニホン
ザルに比べて自発的な視線追随が長い傾向にあること
が確認された．これは，今後，系統発生的に近縁・遠縁
の複数種について定量的な横断比較を行う際の重要な
ベースラインになると思われる． 
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網膜は光受容に必須の組織で，脊椎動物に高度に保
存されている．近年，網膜の発生に関わる分子の研究は
飛躍的に進んできた．これらはマウスを中心としたもの
が大多数であり，種間の相違点をすべて説明できるもの
ではない．ヒトを含めた霊長類の網膜は中心部に黄斑と
いう特徴的な構造をもつ．黄斑部では，視細胞の中でも
錐体細胞が高密度に存在し，これにより黄斑構造を持つ
生物は良好な視力が得られる．これまで，黄斑発生の分
子メカニズムついての報告はほとんどみられない．われ
われは，黄斑発生に関わる遺伝子群の同定を目的として，
周産期のアカゲザルの網膜を黄斑部と周辺部に分けて
採取し，それぞれの総 RNAについてマイクロアレイを
用いて遺伝子発現を比較した．これまで 2回の解析でと
もに黄斑部において増加していた遺伝子について，実際
に網膜のどの細胞で発現しているかを確認するために
in situハイブリダイゼーションをおこなった．検体とし
て成体サルの凍結切片を用いた．検討した 30遺伝子の
うち 9遺伝子については少なくとも黄斑部の視細胞層
に高い発現を認めた．われわれは，この中で脂質代謝の
制御に関わる遺伝子である SREBP2に注目している．
SREBP2はマウス網膜でも胎生期に発現を認める．現在
のところ網膜で SREBP2を強制発現するトランスジェ
ニックマウスの作製中である． 
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下北半島のニホンザルはその群れ数，個体数とも近
